
茂
原
大
助
氏（
群
馬
県
立
前
橋
産
業
技
術
専
門
校
）

溶
接
を
好
き
に
な
る
こ
と

指
導
通
し
て
人
づ
く
り

鹿 島 建 設

建
設
現
場
に
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト

ボ
ッ
ク
ス
柱
連
続
溶
接
に
適
用

新
教
育
機
関
で
溶
接
学
ぶ

北
海
鉄
工
所
、鏡
板
で
溶
接
活
躍

溶
接
で
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
製
造

富
士
鋼
業
、地
元
４
小
学
校
に
贈
呈

ＩＮＤＥＸ（今週ページ）
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新型コロナの影響顕著　２面

新年度に入り、溶接関連事業所では多くの
新入社員を迎える。「溶接」には多くの溶接
法や周辺技術があり、材質や板厚が異なる製
品ごとに適切な溶接条件や施工法が求められ
る。また適切な作業保護具の使用など、安全
に関する知識も欠かせない。溶接・切断技術
は、建築、造船、自動車、プラント機器、デ
ジタル機器など、産業用途から身の周りの生
活用品に至るまで様々なところに利用されて
いる。溶接法によって使用する溶接機が異な
り、大量生産でのロボット化も進む一方、熟
練溶接士の高度な技能が必要な箇所も多く、
作業環境の違いによっても溶接技術は大きく
変化する。特別企画では新入社員をはじめと
する溶接初心者向けに溶接・切断の基礎をＱ
＆Ａ形式でわかりやすく解説する。

可） ２０２０年（令和年）４月７日 ⓒ産報出版株式会社 

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け

て
東
京
都

は
、
不
要
不
急
の
外
出

に
対
す
る
自
粛
を
要

請
。
そ
の
最
初
の
土
曜

日
（
３
月

日
）
、
仕

事
で
当
社
の
あ
る
秋
葉

原
に
来
た
が
、
意
外
に

も
開
業
し
て
い
る
店
は

多
く
、
電
気
街
も
混
み

合
っ
て
い
た
。確
か
に
、

外
国
人
は
減
っ
た
し
、

通
常
の
土
日
に
比
べ
て

人
は
少
な
い
方
だ
が
、

そ
れ
で
も
地
方
の
歓
楽

街
な
ど
に
比
べ
れ
ば
十

分
に
多
い
▼
自
粛
要
請

に
と
も
な
い
、
昼
食
を

ど
う
す
る
か
を
懸
念
し

て
い
た
が
、
飲
食
店
も

普
通
に
営
業
し
て
い

た
。
店
員
に
聞
く
と

「
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で

も
と
も
と
売
り
上
げ
が

落
ち
込
ん
で
い
た
と
こ

ろ
に
、
さ
ら
に
自
粛
要

請
で
営
業
が
で
き
な
く

な
っ
た
ら
店
を
た
た
ま

ざ
る
を
得
な
い
」
と
現

状
を
吐
露
し
た
▼
酒
飲

み
の
友
人
に
は
毎
日
の

よ
う
に
行
き
つ
け
の
飲

み
屋
か
ら
「
暇
だ
か
ら

来
て
欲
し
い
」
と
い
う

メ
ー
ル
が
届
く
そ
う

だ
。
「
行
っ
て
あ
げ
た

い
気
持
ち
も
あ
る
が

『
不
要
不
急
の
外
出
』

に
な
る
た
め
、
今
の
と

こ
ろ
自
重
し
て
い
る
。

状
況
が
落
ち
着
い
た
ら

埋
め
合
わ
せ
し
た
い
」

と
複
雑
な
心
境
を
漏
ら

す
▼
今
回
の
コ
ロ
ナ
シ

ョ
ッ
ク
は
、
消
費
増
税

後
と
い
う
最
悪
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
起
き
て
い
る

だ
け
に
、
政
府
に
は
効

果
的
な
経
済
対
策
を
期

待
し
た
い
（
Ｙ
）

建
設
業
に
お
け
る
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
鉄
骨
工
場
に
お
け
る
溶
接
ロ
ボ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
建
設
現
場

に
お
い
て
も
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
が
活
発
化
し
て
き
て
い
る
。
鹿
島
建
設

（
東
京
・
港
区
）
は
３
月

日
、
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
（
多
関
節
）
型
の
現
場
溶

接
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
、
都
内
で
建
設
中
の
ビ
ル
に
適
用
し
た
と
発
表
し
た
。

可
搬
型
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
の
適
用
は
進
め
て
い
た
が
、
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
の
適
用

は
同
社
初
。
現
場
溶
接
の
省
力
化
技
術
と
し
て
期
待
が
高
ま
る
。

柱
全
周
溶
接
部
は
熟
練

溶
接
士
と
同
レ
ベ
ル

シ
ス
テ
ム
は
溶
接
用
と
セ
ン
シ
ン
グ
用
の
２
台

の
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
手

紙
を
入
れ
る
山
陽
小
学

校
生

鏡板の前で「全国」への決意を述べる阿部さん

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
る
小
中

学
校
な
ど
の
臨
時
休
校
が

大
き
な
注
目
を
集
め
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
暗
い
ム

ー
ド
を
払
拭
す
る
た
め
、

圧
力
容
器
製
造
の
富
士
鋼

業
（
岡
山
県
赤
磐
市
、
間

鍋
秀
樹
社
長
）
は
地
元
赤

磐
市
の
小
学
校
４
校
の
卒

業
生
を
対
象
に
、
溶
接
な

ど
同
社
の
持
つ
圧
力
容
器

製
造
技
術
を
生
か
し
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
企
画
、
３
月

日

に
無
事
納
品
し
た
。

同
社
は
１
９
４
５
年
に

創
業
、
エ
ア
タ
ン
ク
圧
力

容
器
の
年
間
生
産
数
が
５

０
０
０
缶
以
上
と
多
く
の

実
績
を
持
ち
、
約

人
の

溶
接
資
格
者
が
勤
務
す

る
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
外
径


㌢
、
高
さ

㌢
の
円
筒

形
で
、厚
さ
は
３
・
２
㍉
。

鉄
板
を
曲
げ
加
工
で
造
形

し
、
鏡
板
を
炭
酸
ガ
ス
ア

ー
ク
溶
接
で
接
合
し
た
も

の
。
手
紙
や
思
い
出
の
品

を
入
れ
る
た
め
の
穴
は
底

部
に
あ
り
、
ふ
た
を
か
ぶ

せ
て
ね
じ
で
封
印
す
る
構

造
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
内
部
の
耐
水

性
を
保
つ
た
め
に
パ
ッ
キ

ン
加
工
を
施
し
、
レ
ー
ザ

で
学
校
名
や
卒
業
年
度
を

刻
ん
だ
プ
レ
ー
ト
を
取
り

付
け
、
錆
止
め
と
塗
装
を

施
す
な
ど
、
同
社
が
圧
力

容
器
で
培
っ
て
き
た
様
々

な
技
術
が
ふ
ん
だ
ん
に
使

わ
れ
て
い
る
。

同
企
画
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
赤

磐
市
の
小
学
校
が
卒
業
式

の
規
模
を
縮
小
す
る
と
知

っ
た
若
手
社
員
が
発
案
し

た
も
の
で
、

～

歳
の

若
手
社
員
４
人
で
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
３
月


日
に
各
校
に
寄
贈
を
伝

達
し
、
同
社
が
取
り
扱
う

製
品
さ
な
が
ら
の
技
術
を

多
く
詰
め
込
み
タ
イ
ト
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、


日
に
は
納
品
。
石
相
小
学

校
で
は
卒
業
式
が
行
わ
れ

る

日
に
「

歳
に
な
っ

た
自
分
宛
て
」
の
手
紙
を

詰
め
込
ん
で
、
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
校
庭
に
埋
め

た
。タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
受

け
取
る
の
は
石
相
小
学
校

・
山
陽
小
学
校
・
笹
岡
小

学
校
・
軽
部
小
学
校
の
４

校
。
１
ク
ラ
ス
に
１
個
ず

つ
を
用
意
し
た
。
同
社
で

は
昨
年
９
月
か
ら
「
富
士

わ
っ
し
ょ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
い
う
社
内
イ
ベ
ン

ト
で
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
作

り
を
検
討
し
て
い
た
背
景

も
あ
り
、
小
学
生
で
も
扱

い
や
す
い
よ
う
、
重
量
を

５
～
６
㌔
程
度
に
調
整
し

製
造
し
た
。

発
案
者
の
１
人
で
あ
る

鎌
田
里
奈
氏
は
「
わ
っ
し

ょ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
富

士
鋼
業
が
持
っ
て
い
る
技

術
力
で
地
域
に
恩
返
し
を

す
る
と
い
う
趣
旨
。
以
前

企
画
し
て
い
た
こ
と
が
、

卒
業
す
る
小
学
生
の
思
い

出
に
残
る
形
に
な
っ
た
こ

と
が
と
て
も
う
れ
し
い
」

と
話
す
。

圧
力
容
器
に
欠
か
せ
な

い
鏡
板
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ

ー
、
北
海
鉄
工
所
（
大
阪

府
岸
和
田
市
）
。
大
型
の

鏡
板
や
特
殊
形
状
の
鏡
板

を
製
作
す
る
場
合
、
部
材

を
分
割
プ
レ
ス
成
型
し
た

後
に
溶
接
で
組
み
立
て

る
。こ
の
た
め
溶
接
法
は
、

被
覆
ア
ー
ク
溶
接
や
炭
酸

ガ
ス
ア
ー
ク
溶
接
、
テ
ィ

グ
溶
接
な
ど
様
々
な
溶
接

方
法
を
仕
様
に
よ
っ
て
使

い
分
け
る
。

鏡
板
は
、
用
途
に
応
じ

て
様
々
な
材
質
、
サ
イ
ズ

の
も
の
を
製
作
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
大
量
生
産

型
の
自
動
化
は
難
し
く
、

作
業
者
の
技
能
向
上
が
重

要
な
要
素
に
な
る
。

ひ
と
月
に
生
産
す
る
鏡

板
は
約
５
０
０
０
枚
。
製

品
の
形
状
や
材
質
、
板
厚

に
応
じ
最
適
な
金
型
を
選

び
、
プ
レ
ス
機
械
を
細
か

く
制
御
す
る
こ
と
で
、
ひ

ず
み
の
な
い
高
精
度
な
鏡

板
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
。
規
格
外
の
サ
イ
ズ
や

径
の
大
き
い
鏡
板
は
、
ワ

ー
ク
を
回
転
さ
せ
な
が
ら

曲
げ
て
い
く
ス
ピ
ニ
ン
グ

工
法
で
対
応
す
る
。

溶
接
技
術
を
中
心
と
し

た
人
材
育
成
に
、
同
社
は

積
極
的
に
取
り
組
む
。
昨

年
、
臨
海
工
場
内
に
教
育

機
関
「
ポ
ラ
リ
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
」
を
開
設
し
た
。
新

入
社
員
は
３
ヵ
月
間
、
こ

こ
で
「
も
の
づ
く
り
の
基

本
」
を
学
ぶ
。
入
社
５
年

以
下
の
若
年
層
や
営
業
職

も
研
修
を
受
け
ら
れ
る
ほ

か
、
地
元
高
校
生
に
も
溶

接
の
技
術
指
導
を
行
う
な

ど
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
活
躍

の
場
は
広
い
。

若
手
を
中
心
に
、
溶
接

競
技
会
に
参
加
す
る
機
会

も
与
え
て
い
る
。
昨
年
の

大
阪
府
溶
接
技
術
コ
ン
ク

ー
ル
で
は
、
新
見
拓
真
さ

ん
が
優
勝
し
全
国
競
技
会

に
出
場
し
た
。

２
年
前
に
全
日
本
ボ
イ

ラ
ー
溶
接
士
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
勝
し
た
阿
部
文
男
さ

ん
も
こ
れ
に
刺
激
を
受
け

「
新
見
さ
ん
に
続
き
、
コ

ン
ク
ー
ル
を
勝
ち
抜
い
て

全
国
競
技
会
へ
行
き
た

い
」
と
鏡
板
の
前
で
意
気

込
む
。

鏡
板
の
製
作
と
並
び
同

社
が
注
力
す
る
の
が
、
金

属
製
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど

の
受
注
製
作
だ
。
デ
ザ
イ

ン
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
力
を

合
わ
せ
つ
つ
、
金
属
造
形

物
の
新
た
な
魅
力
を
生
み

出
す
。
神
戸
開
港
１
５
０

周
年
を
記
念
し
て
制
作
し

た
「
Ｂ
Ｅ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
シ

ン
プ
ル
な
が
ら
目
を
引
く

出
来
栄
え
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え

す
る
と
評
判
に
。
同
社
の

技
術
力
を
生
か
し
、
溶
接

を
多
用
し
て
複
雑
な
造
形

物
を
生
み
出
せ
る
よ
う
、

今
後
も
積
極
的
に
展
開
す

る
方
針
だ
。

今
回
開
発
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
は
、
角
形
鋼
管
柱
（
ボ

ッ
ク
ス
柱
）
角
部
の
連
続

溶
接
に
適
用
。
全
周
囲
溶

接
を
行
い
熟
練
技
能
者
と

同
等
レ
ベ
ル
の
溶
接
品
質

が
得
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
も
同
社
は
可

搬
型
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
「
石

松
」
の
現
場
適
用
を
進
め

て
い
た
が
、
溶
接
量
が
さ

ら
に
多
い
ボ
ッ
ク
ス
柱
全

周
溶
接
へ
の
適
用
が
課
題

と
な
っ
て
い
た
。
同
社
は

水
面
下
で
多
関
節
ロ
ボ
ッ

ト
を
適
用
し
た
現
場
溶
接

の
独
自
開
発
を
進
め
て
お

り
、
今
回
初
の
適
用
と
な

っ
た
。

シ
ス
テ
ム
は
溶
接
用
と

セ
ン
シ
ン
グ
用
の
２
台
の

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
。
軽
量

型
の
汎
用
６
軸
多
関
節
型

ロ
ボ
ッ
ト
を
採
用
し
た
。

柱
を
取
り
囲
む
よ
う
に
設

置
し
た
レ
ー
ル
上
を
ロ
ボ

ッ
ト
が
移
動
し
、
１
本
の

柱
に
対
し
４
回
に
分
け
て

溶
接
を
行
う
。

溶
接
部
の
開
先
形
状
に

応
じ
た
層
数
や
パ
ス
数
、

溶
接
速
度
な
ど
の
条
件
を

自
動
算
出
す
る
ソ
フ
ト
を

搭
載
す
る
こ
と
で
、
連
続

溶
接
を
可
能
と
し
た
。
開

先
形
状
は
セ
ン
サ
に
よ
り

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
計
測

し
、
自
動
補
正
を
し
な
が

ら
溶
接
を
行
う
。
現
場
フ

ロ
ア
内
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
移

動
さ
せ
る
た
め
の
専
用
台

車
を
開
発
。
別
の
柱
へ
の

移
動
を
容
易
に
し
、
さ
ら

な
る
効
率
化
を
図
っ
た
。

同
ロ
ボ
ッ
ト
を
都
内
で

施
工
中
の
ビ
ル
に
適
用
。

８
０
０
㍉
角
、

㍉
厚
の

ボ
ッ
ク
ス
柱
の
一
部
の
全

周
溶
接
に
適
用
し
実
施
検

証
を
行
っ
た
。
施
工
は
グ

ル
ー
プ
会
社
の
鹿
島
ク
レ

ス
（
東
京
・
港
区
）
が
担

当
。
同
社
は
２
０
１
６
年

か
ら
溶
接
事
業
部
を
発
足

さ
せ
、
オ
ペ
レ
ー
タ
の
育

成
訓
練
を
進
め
て
い
る
。

鹿
島
は
２
０
１
８
年

に
、

年
を
目
標
と
す
る

「
鹿
島
ス
マ
ー
ト
生
産
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

建
築
工
事
に
関
わ
る
生
産

プ
ロ
セ
ス
の
変
革
推
進
と

生
産
性
向
上
を
図
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
昨
年

月
よ
り
、
竹
中

工
務
店
と
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ

ｏ
Ｔ
分
野
な
ど
技
術
連
携

に
関
す
る
基
本
合
意
書
を

締
結
し
て
い
る
。

現
場
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
の

普
及
に
あ
た
っ
て
は
、
導

入
コ
ス
ト
の
削
減
や
、
現

場
担
当
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
共
通

化
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
ゼ
ネ
コ
ン
間
の
連
携

が
進
む
か
に
も
注
目
が
集

ま
る
。

　
「
溶
接
は
楽
し
い
も
の

だ
と
若
い
人
に
は
感
じ
て

も
ら
い
た
い
。
指
導
の
際

に
は
駄
目
な
と
こ
ろ
を
指

摘
す
る
の
で
は
な
く
良
い

と
こ
ろ
を
褒
め
て
伸
ば
す

こ
と
で
溶
接
を
好
き
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
の

は
前
橋
産
業
技
術
専
門
校

（
以
下
、
前
橋
校
）
で
訓

練
指
導
第
二
係
長
を
務
め

る
茂
原
大
助
氏
。

　
県
内
の
産
業
技
術
専
門

校
で
長
年
、
溶
接
系
指
導

員
と
し
て

第
一
線
で

活
躍
す
る

溶
接
士
を

輩
出
し
て

き
た
。
高

校
生
へ
の

溶
接
指
導
に
も
携
わ
り
、

２
０
１
９
年
の
関
東
甲
信

越
高
校
生
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
指
導
し
た
生
徒
が
優

勝
。
若
年
層
の
教
育
や
普

及
活
動
が
評
価
さ
れ
、
第

１
回
日
本
溶
接
協
会
マ
イ

ス
タ
ー
に
認
定
を
受
け
た

同
氏
に
溶
接
の
魅
力
を
聞

い
た
。

　
◇
◇

　
茂
原
氏
の
溶
接
と
の
出

会
い
は

歳
の
時
、
職
業

訓
練
大
学
校
の
授
業
で
の

ガ
ス
溶
接
。
「
最
初
の
感

覚
で
夢
中
に
な
り
、
の
め

り
込
ん
だ
。
と
に
か
く
楽

し
く
て
時
間
を
忘
れ
て
溶

接
を
し
て
い
た
」
と
当
時

を
振
り
返
る
。

　
大
学
校
を
卒
業
後
の
１

９
９
１
年
か
ら
高
崎
産
業

技
術
専
門
校
で
職
業
訓
練

指
導
の
職
に
就
き
、
前
橋

校
と
の
異
動
を
交
互
し
な

が
ら
約

年
間
溶
接
指
導

に
携
わ
る
。
「
指
導
員
に

な
っ
た
直
後
は
、
先
輩
の

授
業
を
訓
練
生
と
一
緒
に

受
講
す
る
形
に
近
か
っ

た
。
訓
練
生
の
手
本
と
な

る
溶
接
技
能
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
、
訓
練
生
が
帰

宅
後
、
実
習
場
に
残
っ
て

練
習
を
す
る
こ
と
で
次
第

に
技
能
が
向
上
し
た
。
現

在
で
は
、
訓
練
生
に
実
際

に
課
題
を
や
っ
て
み
せ
る

こ
と
そ
の
も
の
が
貴
重
な

練
習
時
間
と
な
っ
て
い

る
」

　
群
馬
県
溶
接
技
術
コ
ン

ク
ー
ル
で
４
度
の
優
勝
、

全
国
溶
接
技
術
競
技
会
で

も
入
賞
す
る
な
ど
高
い
技

能
を
持
つ
が
、
企
業
で
製

品
を
溶
接
す
る
と
い
う
経

験
は
な
い
。

　
「
民
間
企
業
の
溶
接
士

は
も
の
づ
く
り
の
現
場
で

溶
接
技
能
を
磨
き
、
そ
の

経
験
を
若
手
に
伝
え
る
と

い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
自

分
の
場
合
は
大
学
校
卒
業

後
、
す
ぐ
に
産
業
技
術
専

門
校
で
指
導
員
と
な
っ

た
。
溶
接
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
溶
接
を
通
し
た
『
人

づ
く
り
』
と
い
う
思
い
が

大
き
い
」

　
訓
練
生
を
指
導
す
る
際

に
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

溶
接
が
楽
し
い
と
感
じ
る

雰
囲
気
作
り
だ
と
い
う
。

「
自
分
は
溶
接
が
好
き
で

楽
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
溶
接
に
携
わ
る
仕
事

に
就
い
た
。
訓
練
生
に
も

溶
接
が
好
き
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
溶
接
に
関

連
す
る
仕
事
へ
就
職
し
て

も
ら
え
れ
ば
幸
い
だ
」

　
業
務
以
外
で
も
溶
接
の

普
及
に
向
け
て
、

年
か

ら
居
住
地
の
青
少
年
育
成

会
で
夏
休
み
に
小
学
生
溶

接
教
室
を
開
催
し
て
い

る
。
「
溶
接
教
室
で
は
保

護
者
に
も
一
緒
に
参
加
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い

る
。若
者
だ
け
で
は
な
く
、

保
護
者
も
溶
接
が
ど
う
い

う
も
の
か
を
理
解
し
て
い

な
い
か
ら
、
溶
接
士
が
進

路
の
選
択
肢
に
入
り
に
く

い
。
ま
ず
、
溶
接
を
知
っ

て
も
ら
う
一
つ
の
機
会
と

し
て
溶
接
教
室
を
開
催
し

た
」

　
小
学
生
溶
接
教
室
で

は
、
か
つ
て
の
茂
原
氏
の

よ
う
に
溶
接
に
の
め
り
込

む
児
童
も
い
る
。
「
あ
る

児
童
は
溶
接
教
室
が
印
象

に
残
っ
た
の
か
、
溶
接
を

体
験
し
た
様
子
を
絵
に
描

い
て
、
感
謝
の
手
紙
と
一

緒
に
送
っ
て
く
れ
た
。
溶

接
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

い
、
本
当
に
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　
若
手
溶
接
士
に
向
け
て

「
ま
ず
、
溶
接
が
好
き
で

あ
る
こ
と
が
一
番
。
最
初

は
先
輩
の
真
似
で
も
良
い

が
、
自
分
で
考
え
て
工
夫

す
る
よ
う
に
す
る
と
溶
接

は
楽
し
く
な
る
。
の
め
り

込
む
こ
と
で
技
能
向
上
に

も
つ
な
が
る
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
。

溶
接
技
能
の
習
得
に
は
丁
寧
な
指
導
が
不
可
欠


